
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
　
〜
安
心
社
会
に
向
け
て
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
　
〜
安
心
社
会
に
向
け
て
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
　
〜
安
心
社
会
に
向
け
て
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に連合四国ブロック代表

連合香川森会長があいさつ

新居会長団結ガンバロウ

連合本部代表
逢見会長代行があいさつ

JR 徳島駅前で災害救援
カンパを呼び掛ける

﹁
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
　│ 

ま
も
る
・つ
な
ぐ
・
創
り
出
す 

│
﹂の

運
動
へ
と
再
構
築
を
め
ざ
す

連
合
ビ
ジ
ョ
ン

徳
島
労
働
局
と
労
働
問
題
連
絡
協
議
会
を
開
催

運
動
分
野
を
支
え
る
基
盤
強
化
へ

過
労
死
等
防
止
月
間
啓
発
・

台
風
19
号
災
害
支
援
カ
ン
パ
を
実
施

連
合
徳
島
は
、２
０
１
９
年
11
月
26
日
、徳
島
市
内
の
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
〜
安
心
社
会
に
向
け

て
〜
」を
テ
ー
マ
に
、来
賓・役
員・代
議
員
等
１
３
０
名
が
出
席
し
、

連
合
徳
島
第
31
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

２０１９年
１２月１０日（火）　２０２０春季生活闘争徳島県共闘会議発足総会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（労働福祉会館別館５階ホール）
１２月１２（木）～１３日（金）
　　　　　　　　　全国一斉なんでも相談ダイヤル（連合徳島会議室）
１２月１３日（金）　連合徳島地域ユニオン第１１回定期大会（連合徳島会議室）

２０２０年
 １ 月 ８ 日（水）　２０２０連合徳島新年旗開き（徳島ワシントンホテル）

◎

◎

◎

　

宮
本
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
好
野
代
議
員
（
自
治

労
）、
遠
藤
代
議
員
（
自
動
車
総

連
）を
議
長
団
に
選
出
し
た
。

　

連
合
徳
島
を
代
表
し
て
新
居

会
長
か
ら
「
連
合
が
２
０
２
０
春

闘
方
針
の
中
で
意
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
『
経
済
の
自
律

的
な
成
長
』と『
社
会
の
持
続
性
』

に
寄
与
す
る
観
点
と
、
組
織
と
し

て
の『
底
上
げ
』『
底
支
え
』『
格
差

是
正
』
に
寄
与
す
る
観
点
を
組
み

合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。格
差
是
正
な
ど
に
よ
り
、

実
質
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
で
『
税

収
』
を
支
え
、
自
治
体
を
守
る
こ

と
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、『
生

産
性
三
原
則
』の
考
え
方
で
あ
る
。

中
で
も
重
要
な
の
が
、『
成
果
の

適
正
な
配
分
』
で
あ
る
。格
差
の

無
い
労
働
対
価
を
求
め
す
べ
て

の
働
く
仲
間
が
、頑
張
っ
て
成
果

を
出
せ
ば
報
わ
れ
る
と
思
え
る

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
」と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
連
合
本
部
・
逢
見
会

長
代
行
、
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
を

代
表
し
て
連
合
香
川
・
森
会
長
、

徳
島
県
・
後
藤
田
副
知
事
、
徳
島

市
・
遠
藤
市
長
、
立
憲
民
主
党
徳

島
県
連
・
増
田
幹
事
長
、
国
民
民

主
党
徳
島
県
連
・
庄
野
代
表
、
社

会
民
主
党
徳
島
県
連
・
中
野
副

代
表
、
労
働
福
祉
事
業
団
体
を
代

表
し
て
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
・
藤
岡
徳
島
推
進
本
部
長
、

連
合
徳
島
推
薦
議
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
各
議
員
か
ら
、
連
帯
と
激
励

の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
島
事
務
局

長
か
ら
２
０
１
９
年
度
活
動
経

過
報
告
、
小
谷
財
政
局
長
か
ら
２

０
１
９
年
度
一
般
会
計
報
告
、
田

村
会
計
監
査
員
２
０
１
９
年
度

会
計
監
査
報
告
、
島
事
務
局
長
か

ら
組
織
財
政
検
討
委
員
会
報
告

が
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
島
事
務
局
長
か
ら

第
１
号
議
案
・
連
合
徳
島
２
０

２
０
〜
２
０
２
１
年
度
運
動
方

針
（
案
）
の
重
点
分
野
と
し
て
、

「
す
べ
て
の
働
く
仲
間
を
ま
も
り
、

つ
な
ぐ
た
め
の
集
団
的
労
使
関

係
の
追
及
と
、
社
会
に
広
が
り
の

あ
る
運
動
の
推
進
」「
安
心
社
会

と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を

ま
も
り
、
創
り
出
す
運
動
の
推

進
」「
男
女
平
等
を
は
じ
め
と
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
た

『
真
の
多
様
性
』が
根
付
く
職
場
・

社
会
の
実
現
」
に
つ
い
て
提
起
し

た
。続
い
て
、
小
谷
財
政
局
長
か

ら
第
２
号
議
案
・
２
０
１
９
年

度
連
合
徳
島
一
般
会
計
剰
余
金

処
理（
案
）、
第
３
号
議
案
・
２
０

２
０
年
度
連
合
徳
島
会
計
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
提
案
し
質
疑
討

論
の
後
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。質
疑
で
は
、
自
治
労
徳
島

県
本
部
・
中
川
代
議
員
か
ら
、「
自

治
体
職
員
・
職
員
家
族
へ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
他
の
個
人

情
報
記
載
）
の
導
入
が
強
制
的
に

お
こ
な
わ
れ
る
事
に
つ
い
て
の

問
題
」要
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
鎌
谷
役
員
推
薦
委
員
会

委
員
長
と
谷
本
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
第
４
号
議
案
・

２
０
２
０
年
度
〜
２
０
２
１
年

度
連
合
徳
島
役
員
改
選
に
つ
い

て
提
起
を
し
、
満
場
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。川
口
副
会
長
か
ら
第

５
号
議
案
・
表
彰
に
つ
い
て
提

案
し
満
場
の
拍
手
で
承
認
の
あ

と
、
副
会
長
を
退
任
と
な
っ
た
矢

鳴
浩
一（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
尾
関

定
（
自
動
車
総
連
）
の
２
名
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

新
旧
役
員
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

退
任
し
た
矢
鳴
浩
一
、
尾
関
定
、

小
栗
穣（
国
公
総
連
）か
ら
挨
拶

　

２
０
１
９
年
11
月
５
日
に
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
徳

島
駅
前
行
動
を
開
催
し
、
過
労
死

防
止
・
最
低
賃
金
改
定
・
台
風

19
号
災
害
支
援
カ
ン
パ
な
ど
を

テ
ー
マ
に
連
合
徳
島
各
構
成
組

織
を
は
じ
め
労
働
福
祉
団
体
か

ら
30
人
が
参
加
し
、
街
頭
宣
伝
・

最
低
賃
金
の
ビ
ラ
配
布
・
カ
ン

パ
活
動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長
か

ら
、
台
風
19
号
災
害
支
援
カ
ン
パ

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
あ
と
、

「
私
た
ち
の
求
め
る
安
心
社
会
と

は
、
雇
用
が
保
障
さ
れ
、
病
気
や

失
業
、
子
育
て
や
老
後
な
ど
、
人

生
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て

対
応
で
き
る
制
度
が
確
立
さ
れ
、

人
と
人
と
の
良
好
な
絆
が
培
わ

れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
。

　

非
正
規
雇
用
で
働
く
人
、
あ
る

い
は
中
小
企
業
で
働
く
人
の
『
賃

金
』
の
改
善
は
、
企
業
や
職
場
に

お
け
る
労
使
交
渉
だ
け
で
は
非

常
に
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
重
要
に
な
る
の
が
法
律

で
定
め
る
『
最
低
賃
金
』
の
改
善

で
あ
る
。連
合
は
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
最
も
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。10
月
１
日
よ
り
徳
島
県
の
最

低
賃
金
は
時
給
７
６
６
円
か
ら

27
円
ア
ッ
プ
の
７
９
３
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。最
低
賃
金
法
を

違
反
し
た
事
業
主
に
は
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
」と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
徳
島
県
中
小
労
働
対

策
本
部
原
田
議
長
、
徳
島
県
労
働

者
福
祉
協
議
会
川
越
会
長
、
国
民

民
主
民
党
徳
島
県
連
庄
野
代
表

か
ら
、「
徳
島
県
内
の
中
小
・
零

細
企
業
の
現
状
と
時
間
外
労
働
」

「
労
働
福
祉
団
体
の
事
業
説
明
と

奨
学
金
」「
県
政
の
取
り
組
み
と

国
民
民
主
党
の
政
策
」
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
支
援
カ
ン
パ
の
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
日
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援

カ
ン
パ
金
１
８
，
５
９
７
円
は
、

連
合
本
部
に
一
括
集
約
さ
れ
、
被

災
地
へ
全
額
寄
付
さ
れ
る
。

　

２
０
１
９
年
10
月
４
日
、
徳
島

労
働
局
と
の
労
働
問
題
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
新
居
会
長
を
は
じ
め
五

役
10
名
が
参
加
し
た
。

　

徳
島
労
働
局
、
連
合
徳
島
双
方
か

ら
、
代
表
挨
拶
の
後
、
主
要
政
策
や

課
題
を
説
明
し
、
そ
の
後
フ
リ
ー
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。 

　

連
合
徳
島
の
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
参
加
者
全
員
が
発
言

し
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
を

踏
ま
え
、
長
時
間
労
働
の
削
減
を
進

め
て
い
く
こ
と
や
、
働
き
方
が
多
様

化
す
る
中
で
「
労
働
者
性
」
に
関

す
る
動
向
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
を
含

め
て
賃
金
未
払
い
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
労
働
相
談
に
、
行
政

と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
強
く
求
め
た
。

　

日
根
徳
島
労
働
局
長
を
は
じ
め

各
部
室
長
か
ら
は
、
県
内
事
業
主

に
法
令
の
遵
守
を
強
力
に
働
き
か

け
る
な
ど
、
労
働
行
政
と
し
て
監

視
・
監
督
を
強
化
し
て
い
く
と
の

回
答
を
得
た
。

の
後
、
新
役
員
と
な
っ
た
小
合
弘

人（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
原
内
正
敏

（
自
動
車
総
連
）
が
挨
拶
し
た
。他

に
は
森
内
信
哉
（
国
公
総
連
）
が

新
役
員
と
な
っ
た
。

　

大
会
宣
言(

案)

を
藤
田
副
会

長
が
提
案
し
、
満
場
の
拍
手
で
採

択
さ
れ
、
田
村
副
会
長
の
閉
会
あ

い
さ
つ
の
後
、
新
居
会
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
大
会
を
終

了
し
た
。

連
合
徳
島
新
執
行
部
体
制

　

役　

職　

名

会　
　
　
　

 

長

会

長

代

行

副  　

会　

  

長

事

務

局

長

副 

事 

務 

局 

長

財

政

局

長

中
小
労
働
対
策
本
部
長

執

行

委

員

会

計

監

査

　
氏
　
　
名

新
居
　
栄
治

大
谷
　
竹
人

小
合
　
弘
人

田
村
　
敬
一

鎌
谷
　
浩
司

原
内
　
正
敏

良
田
　
義
和

松
本
　
光
弘

川
口
　
誠
二

宮
本
　
武
司

吉
野
　
泰
甲

藤
田
　
晶
子

島
　
　
和
久

山
本
　
雅
敏

片
岡
　
可
恭

小
谷
　
正
勝

原
田
　
俊
彦

山
田
　
雄
作

合
田
　
泰
弘

井
内
　
貴
志

松
本
　
忠
宏

鎌
田
耕
一
郎

石
橋
　
　
元

森
内
　
信
哉

小
原
　
伸
二

三
木
　
裕
子

田
村
　
貴
之

水
元
　
雄
大

松
本
　
淳
史

組 

織 

名

電
機
連
合

自
治
労

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

Ｊ
Ｐ
労
組

電
力
総
連

自
動
車
総
連

電
機
連
合

自
治
労

情
報
労
連

交
通
労
連

全
水
道

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

電
力
総
連

交
通
労
連

自
治
労

Ｊ
Ａ
Ｍ　

 

全
国
一
般

農
協
労
連

運
輸
労
連

Ｊ
Ｒ
連
合

私
鉄
総
連

基
幹
労
連

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

国
公
総
連

県
教
組

全
国
一
般

四
国
労
金
労
組

政
労
連

全
労
済
労
組
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─ 20人に修了証書交付─

吉野全水道四国地方書記長が講演

徳島県中小労働対策本部幹事13人が参加

「ディーセントワーク」実現に向けて
アピールする大谷会長代行

連合愛媛菊川事務局長が講演

２０人に修了証書交付

各構成組織から３６人が参加

岐
阜
一
般
労
働
組
合
外
国
人
労
働
者

救
済
支
援
セ
ン
タ
ー（
シ
ェ
ル
タ
ー
）を
見
学

連合愛媛西日本豪雨災害
　　　ボランティア活動報告＆
　　災害時における心構えを学習

「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
」の

実
現
を
求
め
、徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

ボランティア・サポートチーム養成講座

秋
季
学
習
会

良質な公共サービスを求め
「改正水道法」を学習

　

２
０
１
９
年
10
月
16
日
に
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」徳

島
駅
前
行
動
を
開
催
し
、デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
・
地
域
別
最
低

賃
金
な
ど
を
テ
ー
マ
に
連
合
徳

島
各
構
成
組
織
な
ど
か
ら
25
人

が
参
加
し
、街
頭
宣
伝
・
最
低
賃

金
の
ビ
ラ
配
布
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
新
居
会
長
か

ら
、「
日
本
の
社
会
で
は
、多
く
の

人
た
ち
が
様
々
な
不
安
を
抱
え

な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。若
者

た
ち
は
、こ
れ
か
ら
安
定
し
た
収

入
を
得
て
家
族
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
か
、先
が
見
え
な
い
不

安
と
焦
燥
感
に
さ
い
な
ま
れ
、若

い
母
親
、特
に
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

は
、育
児
と
仕
事
の
両
立
に
疲

れ
、子
育
て
の
悩
み
を
か
か
え
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。進
学
期
の

子
ど
も
を
持
つ
親
は
、学
費
を
ど

う
工
面
し
学
校
を
卒
業
さ
せ
る

の
か
頭
を
抱
え
、な
ん
と
か
定
年

ま
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
て
も
、自
分
た
ち
の
老

後
の
暮
ら
し
を
ど
う
ま
か
な
っ

て
い
く
の
か
不
安
を
抱
え
て
い

る
。雇
用
労
働
者
の
う
ち
、非
正

規
雇
用
で
働
く
人
が
約
40
％
に

も
な
り
、不
安
定
雇
用
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、働
く
人
の
収
入
格

差
は
縮
ま
る
こ
と
な
く
、逆
に
低

賃
金
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
若

者
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。非
正

規
雇
用
で
働
く
人
、あ
る
い
は
中

小
企
業
で
働
く
人
の「
賃
金
」の

改
善
は
重
要
で
あ
り
、連
合
は
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
最
も

重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

10
月
１
日
か
ら
徳
島
県
の
地
域

別
最
低
賃
金
が
７
６
６
円
か
ら

７
９
３
円
と
な
っ
た
こ
と
を
周

知
し
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
26
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号

室
に
て
、
第
19
期
連
合
徳
島
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座
と
徳
島
県

中
小
労
働
対
策
本
部
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
徳
島
労
働
安
全
衛
生
セ
ン

タ
ー
と
の
合
同
学
習
会
と
し
て

開
催
し
、
構
成
組
織
等
か
ら
25

名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

連
合
徳
島
新
居
会
長
か
ら
「
災

害
時
に
お
け
る
心
構
え
と
準
備

に
加
え
、
被
災
地
域
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。

連
合
愛
媛
菊
川
事
務
局
長
か
ら

「
西
日
本
豪
雨
災
害
（
愛
媛
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
振
り
返
っ
て
」

の
報
告
で
は
、
被
害
状
況
と
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

の
説
明
の
後
、「
事
前
の
備
え
と

し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

災
害
時
の
対
応
や
連
絡
方
法
な

ど
『
災
害
時
の
我
が
家
の
ル
ー

ル
』
を
家
族
全
員
で
話
し
合
っ

て
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

徳
島
大
学
大
学
院 

社
会
産
業

理
工
学
研
究
部 

内
海
准
教
授
よ

　

続
い
て
、官
公
労
部
会
大
谷
会

長
代
行
、徳
島
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
川
越
会
長
、国
民
民
主
党
徳

島
県
連
黒
﨑
幹
事
長
、立
憲
民
主

党
徳
島
県
連
福
谷
政
調
会
長
か

ら「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
」「
労
働
福
祉
団
体
の
取
り

組
み
」「
県
政
の
取
り
組
み
と
国

民
民
主
党
の
政
策
」「
立
憲
民
主

党
の
取
り
組
み
」を
訴
え
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
19
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号

室
に
て
、
秋
季
学
習
会
「
第
１

回
連
合
徳
島
推
薦
議
員
と
身
近

に
語
り
合
お
う
！
」
を
開
催
し
、

各
構
成
組
織
の
青
年
・
女
性
組

合
員
と
連
合
徳
島
推
薦
議
員
等

の
36
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
青
年
委
員

会
安
藤
事
務
局
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
小

畑
委
員
長
か
ら
「
日
頃
は
会
え

な
い
推
薦
議
員
の
皆
さ
ん
と
気

軽
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
若
者

の
意
見
や
質
問
を
す
る
こ
と
で

交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、

各
班
に
分
か
れ
て
推
薦
議
員
を

囲
み
、「
子
育
て
問
題
」「
議
員

へ
の
相
談
の
仕
方
」「
議
会
で
の

質
問
の
内
容
」
等
が
質
問
さ
れ
た
。

　

今
回
、
初
め
て
と
な
る
推
薦

　

２
０
１
９
年
11
月
９
日
〜
10

日
、
徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本

部
は
岐
阜
県
羽
島
市
に
あ
る
、

岐
阜
一
般
労
働
組
合
の
外
国
人

労
働
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
シ
ェ

ル
タ
ー
）
を
訪
れ
、
支
援
活
動

の
学
習
と
施
設
見
学
を
行
っ
た
。

　

岐
阜
一
般
労
働
組
合
北
島
執

行
委
員
長
か
ら
挨
拶
の
あ
と
、

技
能
実
習
制
度
の
創
設
ま
で
の

歴
史
・
政
策
の
流
れ
を
説
明
。

シ
ェ
ル
タ
ー
の
取
り
組
み
で
は

「
実
習
生
と
雇
用
主
・
監
理
団
体

と
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
解
雇
や
帰

国
を
申
し
渡
さ
れ
宿
舎
を
追
い

出
さ
れ
生
活
に
困
窮
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
労
働
相
談

は
年
間
１
３
０
件
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
を
利
用
し
た
実
習

生
は
開
設
か
ら
１
６
０
名
以
上

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
雇
用
主
・

監
理
団
体
と
の
話
し
合
い
や
問

題
解
決
の
た
め
に
司
法
・
行
政

機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
希
望
を
抱

い
て
日
本
に
来
た
実
習
生
た
ち

を
待
っ
て
い
た
の
は
過
酷
な
労

働
条
件
や
人
権
侵
害
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
日
本
人
と
し
て
恥

ず
か
し
い
・
許
せ
な
い
と
い
う

ホ
ワ
イ
ト
企
業
27
社
か
ら
の
寄

付
に
よ
り
シ
ェ
ル
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
。
今
後
も
労
働
相
談
・

支
援
・
救
済
な
ど
の
活
動
を
、

同
じ
働
く
仲
間
と
し
て
拡
が
り

を
持
ち
な
が
ら
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
の
所
長
で
も
あ

る
第
二
外
国
人
支
部
甄
凱
（
ケ

ン
・
カ
イ
）
支
部
長
か
ら
は
、現
在
、

施
設
を
利
用
し
て
い
る
６
名
の

紹
介
と
各
人
の
労
働
問
題
の
経

過
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
建
物

内
の
住
居
ス
ペ
ー
ス
を
見
学
し

な
が
ら
説
明
を
受
け
、
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
問
題
解
決
の
た

め
に
頑
っ
て
い
る
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
見
学
会
は
、
徳
島
県

中
小
労
働
対
策
本
部
に
と
っ
て

岐
阜
一
般
労
働
組
合
の
取
り
組

み
を
学
び
、
今
後
の
徳
島
県
に

お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
問
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
大

き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
17
日
、「
良

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る

研
修
会
」
を
労
働
福
祉
会
館
５

０
２
会
議
室
で
開
催
し
、
構
成

組
織
お
よ
び
推
薦
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
40
名
が
参
加
し
た
。

　

連
合
は
、
昨
年
の
水
道
法
改

正
を
受
け
、
持
続
可
能
な
水
道

の
実
現
に
向
け
た
対
応
に
つ
い

て
、
第
21
回
中
央
執
行
委
員
会

（
２
０
１
９
年
４
月
18
日
）
で
決

定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
国

連
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

点
や
、
特
に
地
域
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
特
性

を
踏
ま
え
た
対
応
が
不
可
欠
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
改
正
水
道
法
の
審
議

に
お
け
る
衆
参
両
院
の
付
帯
決

議
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
ら
が
確

実
に
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
た
上
で
、
特
に
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
に

つ
い
て
は
「
地
方
自
治
体
に
お

い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の

導
入
そ
の
も
の
が
目
的
化
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
改
正
水

道
法
の
学
習
会
〜
持
続
可
能
な

水
道
の
実
現
に
向
け
て
〜
」
と

題
し
て
連
合
徳
島
と
共
催
で
開

催
し
た
今
回
の
学
習
会
で
は
、

吉
野
泰
甲
副
会
長
（
全
水
道
四

国
地
本
書
記
長
）
を
講
師
に
、「
改

正
水
道
法
の
問
題
点
」
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
「
ど
う
す

る
？
日
本
の
水
道
〜
自
治
・
人

権
・
公
共
財
と
し
て
の
水
を
〜
」

を
描
い
た
映
画
を
上
映
し
理
解

を
深
め
た
。

　

今
後
、
連
合
と
し
て
各
自
治

体
へ
の
要
請
行
動
も
予
定
し
て

お
り
、
連
合
徳
島
推
薦
議
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
議
員
と
の
連
携
の
も

と
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

議
員
と
の
学
習
会
で
は
、
議
員

と
参
加
者
と
の
距
離
を
縮
め
る

こ
と
が
で
き
有
意
義
な
学
習
会

と
な
り
、
相
互
の
考
え
方
や
見

方
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

参
加
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
議
員

の
方
と
話
を
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

を
通
じ
て
議
員
・
政
治
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
参
加
し

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多

か
っ
た
。
今
後
も
青
年
委
員
会
は
、

推
薦
議
員
団
と
交
流
を
図
る
と

と
も
に
若
者
の
政
治
離
れ
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

り
、「
災
害
時
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
で
は
、「
災
害
や
事
故
に

あ
っ
た
人
は
、
そ
の
最
中
や
直

後
に
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
体
験

す
る
が
、
身
体
と
心
の
変
化
は

異
常
事
態
に
お
け
る
正
常
な
反

応
で
あ
る
。
大
切
な
事
は
、
災

害
体
験
後
の
方
は
、
安
全
感
・

安
心
感
・
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

感
の
回
復
が
必
要
で
あ
り
、
自

分
に
で
き
る
事
を
探
し
て
も
ら

い
相
手
の
意
思
を
聞
か
ず
に
す

べ
て
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
自
分
の
主
体
性
を
取
り
も

ど
し
て
も
ら
う
事
が
必
要
で
あ

る
」
と
説
明
を
受
け
た
。
最
後
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全
セ

ン
タ
ー
新
居
理
事
長
の
挨
拶
で

閉
会
し
た
。
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